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1)試料作製 :Rb2Mrtl-x)CrxC14の単結晶をブリッヂマン法で作製 したO得 られた混晶
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5･41 20 んQ BO T(K)
Fig･ 5
縁性混晶におけるスピングラスとしては,最初の実験例である｡また･ Tfのf依存性におい



















山 中 明 生
硫安系強誘電体のうち,Rb2ZnCl4は広い温度範囲の不整合相を持っことで興味の持たれる
物質である｡この物質の高温一不整合一整合 (Normal-1ncc;mmensurate-Commensu-
rate:N-1ncIC)逐次相転移は対称性の変化という点から見るとK2SeO｡･K2ZnCl｡ とま
ったく同じである｡ しかしその相転移における動的性質は,ソフトモードの観測に見られるよ
うに個々の物質で大きく異っている｡ブリルアン散乱や超音波の測定はその方法が動的なもの
であるから,音波のふるまいをとおして構造相転移における物質の動的側面を観測する時には
強力な手段となり得る｡
したがってRb2ZnCl｡の高温一不整合相転移で秩序度のゆらぎは音波にどのような影響を与
えるか,広い温度範囲の不整合相で音波がどのようなふるまいを示すか,不整合一整合相転移
の影響がどのように音波に表われて来るのか等の知見を得ることを目的として,ブリルアン散
乱及び超音波の音速測定を行った｡
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